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第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
二
第
三
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
第
一
号
イ

」
を
「
第
一
項

第
一
号
イ

」
に
改
め
、「
同
項
第
二
号
」
の
下
に
「
又
は
第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
」
を
加
え
、

同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

法
第
四
十
一
条
の
十
八
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
人

の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
要
件
と
す
る
。

一

法
第
四
十
一
条
の
十
八
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
法
人

次
に
掲
げ
る
要
件

イ

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
。

前
項
第
二
号
イ

に
掲
げ
る
要
件

実
績
判
定
期
間
内
の
日
を
含
む
各
事
業
年
度
に
お
け
る
判
定
基
準
寄
附
者
の
数
（
当
該
各
事
業
年
度
の

う
ち
当
該
法
人
が
設
置
す
る
特
定
学
校
等
の
定
員
等
の
総
数
が
五
千
に
満
た
な
い
事
業
年
度
（
当
該
定
員

等
の
総
数
が
零
で
あ
る
場
合
の
当
該
事
業
年
度
を
除
く
。

に
お
い
て
「
特
定
事
業
年
度
」
と
い
う
。）に

あ
つ
て
は
、
当
該
特
定
事
業
年
度
に
お
け
る
当
該
判
定
基
準
寄
附
者
の
数
に
五
千
を
乗
じ
て
こ
れ
を
当
該

定
員
等
の
総
数
（
当
該
定
員
等
の
総
数
が
五
百
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
五
百
）
で
除
し
て
得
た
数
と
す

る
。
次
号
イ

に
お
い
て
同
じ
。）の
合
計
数
に
十
二
を
乗
じ
て
こ
れ
を
当
該
実
績
判
定
期
間
の
月
数
で
除

し
て
得
た
数
が
百
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
各
事
業
年
度
に
お
け
る
当
該
判
定
基
準
寄
附
者
か
ら
の
判

定
基
準
寄
附
金
額
の
総
額
に
十
二
を
乗
じ
て
こ
れ
を
当
該
実
績
判
定
期
間
の
月
数
で
除
し
て
得
た
金
額
が

三
十
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

次
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
閲
覧
の
請
求
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
財

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
。

国
立
大
学
法
人
法
第
三
十
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一

年
法
律
第
百
三
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
諸
表
並
び
に
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
業

報
告
書
、
決
算
報
告
書
、
監
査
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告

前
項
第
一
号
ロ

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
書
類

ハ

前
項
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
要
件

二

法
第
四
十
一
条
の
十
八
の
三
第
一
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
法
人

次
に
掲
げ
る
要
件

イ

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
。

前
項
第
二
号
イ

に
掲
げ
る
要
件

実
績
判
定
期
間
内
の
日
を
含
む
各
事
業
年
度
に
お
け
る
判
定
基
準
寄
附
者
の
数
の
合
計
数
に
十
二
を
乗

じ
て
こ
れ
を
当
該
実
績
判
定
期
間
の
月
数
で
除
し
て
得
た
数
が
百
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
各
事
業
年

度
に
お
け
る
当
該
判
定
基
準
寄
附
者
か
ら
の
判
定
基
準
寄
附
金
額
の
総
額
に
十
二
を
乗
じ
て
こ
れ
を
当
該

実
績
判
定
期
間
の
月
数
で
除
し
て
得
た
金
額
が
三
十
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

次
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
閲
覧
の
請
求
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
財

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
。

地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
定
款
、
同
法
第
十
二
条
に
規
定
す
る
役
員
の
氏
名

及
び
役
職
を
記
載
し
た
名
簿
並
び
に
同
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
諸
表
、
同
条
第
二
項
に

規
定
す
る
事
業
報
告
書
及
び
決
算
報
告
書
並
び
に
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
監
事
の
意
見
を
記
載
し
た
書

面
前
項
第
一
号
ロ

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
書
類

ハ

前
項
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
要
件

三

法
第
四
十
一
条
の
十
八
の
三
第
一
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
法
人

次
に
掲
げ
る
要
件

イ

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
。

前
項
第
二
号
イ

に
掲
げ
る
要
件

実
績
判
定
期
間
内
の
日
を
含
む
各
事
業
年
度
に
お
け
る
判
定
基
準
寄
附
者
の
数
の
合
計
数
に
十
二
を
乗

じ
て
こ
れ
を
当
該
実
績
判
定
期
間
の
月
数
で
除
し
て
得
た
数
が
百
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

次
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
閲
覧
の
請
求
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
財

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
。

独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
諸
表
並
び
に
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る

事
業
報
告
書
、
決
算
報
告
書
及
び
監
査
報
告

前
項
第
一
号
ロ

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
書
類

ハ

前
項
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
要
件

３

法
第
四
十
一
条
の
十
八
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
寄
附
金
は
、
そ
の
寄
附
金
が
学
生
等

に
対
す
る
修
学
の
支
援
の
た
め
の
事
業
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
事
業
活
動
が
適
正
な

も
の
と
し
て
同
号
イ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
に
あ
つ
て
は
文
部
科
学
大
臣
が
、
同
号
ロ
に
掲
げ

る
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
に
あ
つ
て
は
文
部
科
学
大
臣
及
び
総
務
大
臣
が
、
財
務
大
臣
と
そ
れ
ぞ
れ
協
議
し
て
定

め
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
つ
き
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
総
務
大
臣
が
財
務
大
臣
と
そ
れ
ぞ
れ
協
議
し
て
定
め
る

方
法
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

文
部
科
学
大
臣
及
び
総
務
大
臣
は
、
第
三
項
の
要
件
及
び
方
法
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
告
示
す
る
。

第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
三
第
八
項
中
「
の
日
」
の
下
に
「
と
し
、
同
項
第
五
号
に
定
め
る
特
定
新
規
株
式
に
あ

つ
て
は
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
」
を
加
え
、
同
条
第
九
項
中
「
と
す
る
」
を
「
と
、「
書
類
又
は
当
該
書
類
に
記
載

す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
子
証
明
書
等
に
係
る
電
磁
的
記
録
印
刷
書
面
」
と
あ
る
の
は
「
書
類
」
と
す
る
」
に
改

め
る
。

第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
一
項
中
「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
同
条

第
七
項
に
」
を
「
同
条
第
八
項
に
」
に
、「
同
条
第
七
項
第
一
号
」
を
「
同
条
第
八
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十

四
項
中
「
及
び
第
三
項
」
を
「
、
第
三
項
及
び
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項

を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

17

法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
九
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
改
修
工
事
は
、
家
屋
に
つ
い
て
行
う
国
土
交

通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
他
の
世
帯
と
の
同
居
を
す
る
の
に
必
要
な
設
備
の
数
を
増
加
さ
せ
る
た

め
の
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様
替
で
当
該
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様
替
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

18

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様
替
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
告
示

す
る
。

第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
二
項
中
「
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
七
項
第
三
号
」
を
「
第
四
十
一
条
の
十

九
の
三
第
八
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条

第
十
項
中
「
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
七
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
八
項
第
二
号
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三

第
七
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
八
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条

第
七
項
中
「
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
六
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十
項
と
し
、
同
条
第
六
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

７

法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
そ
の
者
が
行
つ
た
同
条
第
九
項
に

規
定
す
る
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
「
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
」
と
い

う
。）に
つ
き
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
当
該
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
の
内
容
に
応
じ
て
定
め
る

金
額
（
当
該
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
を
し
た
家
屋
の
当
該
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
に
係
る
部
分
の
う
ち
に
そ

の
者
の
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等

に
要
し
た
費
用
の
額
の
う
ち
に
当
該
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
に
係
る
当
該
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
に
要
し
た

費
用
の
額
の
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
）
の
合
計
額
と
す
る
。

８

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
金
額
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
告
示
す
る
。

９

法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件

を
満
た
す
工
事
と
す
る
。

一

多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
の
法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
標
準
的
費
用
額
が
五
十
万
円

を
超
え
る
こ
と
。

二

多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
を
し
た
家
屋
の
当
該
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
に
係
る
部
分
の
う
ち
に
そ
の
者
の

居
住
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
に
係
る
当
該
多
世
帯

同
居
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
額
が
当
該
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
額
の
二
分
の
一
以

上
で
あ
る
こ
と
。
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